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略歴
1896年3月4|．．．．．．． '漢学者内山真吉の三男とし
て生れ，同町で初等及び中等の教育を受けた後， 1914年7月第一高等学校
第一部丙類に入学，次いで1917年7月より東京帝国大学文科大学独逸文学
科において独逸文学を専攻。 1920年学士論文 G.E. Lessings dramatische 
Theorie und Dichtungenを提出して同大学を卒業した。
1920年以来独逸語の教職につき，山口高等学校(1920-1928)，姫路高等
学校 (1928-1933)，第三高等学校 (1933-1949)に歴任，其の間1925,3 
-1926, 1,文部省より独英米へ留学を命ぜられ，主としてライプツィヒ
市で独逸演劇史を研究した。
京都においては第三高等学校で教鞭を取る傍，京都独逸文化研究所の語
学講師及び文化講師として (1933-1945)，多くの研究を発表， 又京都帝
国大学文学部非常勤講師として (1937及び1939)中世独逸演劇史を講義し
た。その後， 1949年大阪大学に独逸文学科が新設されたので，同年8月大
阪大学教授文学部勤務を命ぜられ，独逸文学の講座を担当した。 1950年2
月学位論文「エ匠歌人ハンス・ザックスの生涯とその舞台」により文学博
士の学位を東京大学文学部より授与。 1959年3月大阪大学を定年退官， 4
月大阪大学名誉教授の称号を受けた。次いで同年4月関西大学講師，翌
1960年4月関西大学教授に就任，文学部で独逸文学を講じたが， 1966年3
月同校を定年退官した。その間1963年3月 Goethe-InstitutMilnchenから
ゲーテ賞牌を贈与された。なお阪神独逸文学会や大阪日独協会の会員とし
て，学外活動にも努力している。現在関西大学文学部及び名古屋大学文学
部の非常勤講師。
昭和四十一年八月現在。
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著作目録
著 書
中世独乙演劇史昭和9年2月京都弘文堂
シラーと独乙文化昭和17年7月郁文堂
工匠歌人ハンス・ザクッスとその舞台昭和27年9月大阪大学文学部紀要
訳 業
ゲーテ， イフィケーニェおよびバンドーラ大正12年聚英閣ゲーテ全集第4巻
イゾルデ・クルツ， フロレンス物語昭和16年3月郁文堂
グスタフ・ラートブルフ，ゲーテ小論編注昭和38年3月第3書房
論 文
実録のファウスト 昭和7年6月 「書物展望」
ニーチェ研究昭和8年7月同右
英国の旅役者昭和9年 「カスターニエン」第9号
ロココ・ゲーテの二特色昭和9年11月日本ゲーテ協会「ゲーテ年鑑」
シルレル・ルネッサンス昭和10年9月「書物展望」
非合理主義と市民的悲劇の誕生昭和10年建設社「独乙文学」
歴史とシルレルの史劇昭和13年京大史学会「史林」
演劇史より見たる独乙啓蒙運動の文化形態昭和13年 「独乙文学」第2巻第1号
浪漫派の悲劇に於ける救済の契機昭和16年5月京都独乙文化研究所「独乙文
化年報」
ハインリッヒ・クライストの国民運動昭和16年10月「書物展望」
天才時代の国粋運動昭和17年3月日本ケーテ協会 「ケーテ年鑑」
ハインリッヒ・クライストの宿命観昭和17年4月京都独乙文化研究所「独乙
文化年報」
シラーのマルタ島騎士宗団昭和18年5月「書物展望」
宗教改革時代の演劇前篇昭和18年10月京都独乙文化研究所「独乙文化年報」
宗教改革時代の演劇後篇昭和20年3月同上
ドイツ精神の悲劇性昭和24年5月日本ドイツ文学会篇「ドイツ文学における悲
劇性とその超克」
ハンス・ザックスとゲーテ昭和28年2月及び3月雑誌「ドイツ語」第3書房
シラーの未完成劇断片昭和28年11月日本独文学会「ドイツ文学」第11号
市民的叡智の伝統一ハンス・ザックスからゲーテヘー昭和31年7月関西ゲー
－214－
テ協会 「ゲー テ年鑑」
初期人文主義時代に於けるニュルンベルクの市民的文学 昭和34年3月 大阪大学
文学部創立十周年記念論叢
瞼路を越えて星の世界へ昭和34年1月 阪神ドイツ文学会「ドイツ文学論孜」
フマニスムス時代の諷刺文学 昭和39年1月 関西大学独逸文学会 「独逸文学」
第10号高尾教授古稀記念号
シュレージエンの神秘的抒情詩人 昭和41年3月 大阪大学文学部独文学研究室編
内山教授古稀記念 「ドイツ文学論集」
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